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各 位 

株式会社 北海道銀行 

ほくほくフィナンシャルグループの北海道銀行（頭取 兼間 祐二）は、株式会社サンケイビル（代表

取締役社長 飯島 一暢、以下「サンケイビル」）との間で、同社が策定した包括型サステナビリティ・

リンク・ローン フレームワーク※1に基づき、「ほくほくサステナブルファイナンス（サステナビリ

ティ・リンク・ローン型、以下 SLL）」の契約を締結しましたので、お知らせいたします。 

※1 金融機関と借手の取引契約ごとに必要な SPTs、インセンティブ、レポーティング方法などの SLL 要件を統一的に定義した枠組み 

 

記 

１．SLLについて 

SLLとは、お客さまの経営戦略と連動したサステナビリティ・パフォーマンス・ターゲット（以下

SPT）を設定し、貸付条件と SPTの達成条件を連動させることで、お客さまに目標達成に向けた動機づ

けを促し、環境・社会の面から持続可能な事業活動および成長を支援することを目指すものです。 

２．本件の概要 

借入人 株式会社サンケイビル 

実行日 2023年8月31日（木） 

資金使途 長期事業資金 

SPT 2027年度のScope1・2のCO2総排出量を2013年度対比70％以下とする 

インセンティブ 
SPTを達成できなかった場合に脱炭素社会の実現に資する活動を実施している

公益社団法人等に融資残高の0.05％相当額を寄付する 

貸付人 北海道銀行 

サンケイビルは、「都市生活者が、喜び、満足し、感動し、幸せになる場やサービスを提供し、社会に

貢献する企業グループを目指す」という企業理念のもと、総合デベロッパーとして不動産に関する領域

で幅広い事業・サービスを提供しています。また、重要性の高い指標として脱炭素目標「CARBON HALF」

（2030 年度までの Scope1・2 の CO2総排出量を 2013年度対比 50％削減）を掲げており、中間目標の

位置付けとして本件の SPTを設定しています。 

本件では SPT を達成できなかった場合に脱炭素社会の実現に資する活動を実施している公益社団法

人・公益財団法人・国際機関・自治体認定 NPO法人・地方自治体やそれに準じた組織に融資残高の 0.05％

相当額を寄付する仕組みとすることで社会の脱炭素化に貢献しています。 

当行は、サステナビリティに向けた重要な取組みのひとつとして温室効果ガス排出量の削減等、環境

負荷の低減を掲げております。本件の SPT は当社グループの企業理念および環境施策に合致しており、

本取組みを通じて、地域社会の持続的な発展に貢献してまいります。 
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＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道銀行  経営企画部  サステナビリティ推進室  安達  Tel(011)233-1009 

       コンサルティング営業部        北川  Tel(011)233-1069 

SDGsは Sustainable Development Goals の略称で、2015 年に国連で採択された 2030 年まで
に達成すべき 17 の目標と 169 の具体的なターゲットを定めた「持続可能な開発目標」です。 

ほくほくフィナンシャルグループは、2019 年 4 月に「SDGｓ宣言」を表明しました。 


